
 

２０１９年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 茨城県 】 

学校名【 石岡市立府中中学校 】 

１ 実践テーマ Ⅰ ･ Ⅴ  

２ 実施対象者 

 （学年･人数） 
石岡市立府中中学校 

第２学年生徒１４３名，保護者４０名 

３ 展開の形式 （１） 学校における活動  

① 教科名（  学級活動  ） 

② 行事名（オリンピアンに学ぶ会） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

（ねらい） 

オリンピック・パラリンピックの意義や歴史を知ることで，オ

リンピック・パラリンピックへの関心を高めるとともに，今後の

スポーツライフや生き方に生かしていこうとする態度を養う。 

５ 取組内容 （１）学級活動「オリンピック・パラリンピックの意義や歴史，

競技について知ろう。」 

 ・図書やインターネットを活用し，テーマごとに調べてま

とめる。 

 ・調べたことを共有する。 

 
 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



 （２）講演会「オリンピアンに学ぶ会」 

○講師 筑波大学 体育系 准教授  河合季信先生 

（アルベールビルオリンピック スピードスケート

銅メダリスト） 
    ○内容  ・オリンピックに出場するまでの歩み 
         ・オリンピック出場で学んだ（得た）こと，オリン

ピックの価値  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）講演の感想記入 

（４）講演会について学校だよりやホームページに掲載 

 

６ 主な成果 

 

○オリンピック・パラリンピックの歴史や意義，競技等について

理解が深まるとともに，東京オリンピック・パラリンピックへ

の関心が高まった。 

○オリンピアンの講演を行ったことで，オリンピック出場へ向

けた努力や向上心，参加することで得た世界中の人とのつな

がり等の貴重で具体的なお話をうかがうことができた。それ

らをとおして，これからの目標や生き方について考えること

ができた。 

○競技を調べたことで，スポーツの素晴らしさをあらためて知

るとともに，様々な機会をとおしてスポーツに関わっていこ

うという意識が高まった。 

７ 実践において 

工夫した点 

（事業の特色） 

○オリンピアンの講演を行うことで，オリンピックを身近に感じ

させ，興味・関心が高まるようにした。 

○第２学年では，キャリア教育に関連付けて活動を実施し，目標

をもちそれに向かって努力しようとする意識が高まるように

した。 

８ 主な課題等 ○講師が多忙であったためメールで打ち合わせを行った。打ち合

わせについては，講演の依頼を早い段階で行えたので，計画的

に進めることができた。 

９ 来年度以降の 

実施予定 

○今回の学習をとおして，オリンピック・パラリンピックの障害

者スポーツ等への理解を深めるとともに，関心を高めることが

できた。学級活動や道徳等，さらに東京で開催されるオリンピ

ック・パラリンピックをとおして，今後もスポーツに対する興

味・関心を高めていきたい。 

 


